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新型インフルエンザ対策用として行政備蓄される 
抗インフルエンザウイルス剤「タミフル®カプセル 75」 

の有効期間延長について 
 
中外製薬株式会社［本社：東京都中央区／社長：永山 治］（以下、中外製薬）は、Ｆ．ホフ

マン・ラ・ロシュ［本社：スイスバーゼル市／CEO：セヴリン・シュヴァン］より輸入し、

製造販売を行っている抗インフルエンザウイルス剤『タミフル®カプセル75』につきまして、

2008年３月28日付にて新型インフルエンザ対策として行政備蓄品の有効期間を従来の５年

から７年に延長することを目的とする製造販売承認事項一部変更承認申請をしておりました

が、11月10日付にて承認を取得いたしましたことをお知らせします。 
 
中外製薬が行った上記の申請は、行政備蓄品が新型インフルエンザ発生時に使用が限定され

ていることを考慮したものです。 
通常のインフルエンザに処方される市場流通品については、従来どおり５年の有効期間であ

ること、『タミフル®ドライシロップ３％』の有効期間である２年には変更がないことを、併

せてご案内いたします。 
 

以上 


